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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成21年10月15日(2009.10.15)

【公開番号】特開2008-84790(P2008-84790A)
【公開日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2006-266099(P2006-266099)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ   8/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ   8/00    ６０１Ｄ
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｈ０１Ｌ  33/00    　　　Ｌ
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月2日(2009.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレキシブル配線基板上に設けられ、光射出方向に対して直交する面内において並設さ
れた複数の点光源と、
　前記複数の点光源が対向配置された端面から入射された前記複数の点光源からの射出光
を内面反射により導いて一方の主面から面状に出射させる導光板とを備え、
　前記フレキシブル配線基板は、前記複数の点光源が設けられた光源配列部と、外部制御
基板と導通接続される接続端子が設けられて前記複数の点光源の並設方向と平行な方向に
おいて前記光源配列部端と隣接した接続リード部とを有し、
　前記光源配列部には、前記複数の点光源が光射出方向を揃えた状態で並設され、
　前記接続リード部は、前記フレキシブル配線基板が画像表示モジュールに搭載されて前
記接続端子が前記外部制御基板に導通接続される際に前記光射出方向と直交する方向に折
り曲げられることを特徴とする面光源装置。
【請求項２】
　前記フレキシブル配線基板は、前記接続リード部の一部と前記光源配列部とを含み前記
光射出方向と直交する方向に延在する幹基板と、前記接続リード部の残りの部分が前記幹
基板から前記光射出方向に沿って延出された枝基板とを有することを特徴とする請求項１
に記載の面光源装置。
【請求項３】
　前記幹基板が折り曲げられることを特徴とする請求項２に記載の面光源装置
【請求項４】
　前記外部制御基板に導通接続される接続端子が前記枝基板に設けられていることを特徴
とする請求項２または３に記載の面発光装置。
【請求項５】
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　前記フレキシブル配線基板は、前記接続リード部の全体と前記光源配列部とを含み前記
光射出方向と直交する方向に延在する幹基板を有することを特徴とする請求項１に記載の
面発光装置。
【請求項６】
　前記点光源は、外形が略直方体をなす発光ダイオードであることを特徴とする請求項１
から５のいずれかに記載の面光源装置。
【請求項７】
　並設された複数の点光源を有し、前記複数の点光源の光射出方向に対して直交する方向
に延在したフレキシブル配線基板と、
　前記複数の点光源が対向配置された端面から入射された前記複数の点光源からの射出光
を内面反射により導いて一方の主面から面状に出射させる導光板と、
　前記導光板の光出射面側に配置された画像表示パネルと、
　前記導光板の光出射面とは反対側の裏面側に設置された外部制御基板とを備える画像表
示モジュールであって、
　前記フレキシブル配線基板は、前記複数の点光源が設けられた光源配列部と、前記外部
制御基板と導通接続された接続端子が設けられて前記複数の点光源の並設方向と平行な方
向において前記光源配列部端と隣接した接続リード部とを有し、
　前記光源配列部には、前記複数の点光源が光射出方向を揃えた状態で並設され、
　前記接続リード部が、前記光射出方向と直交する方向に折り曲げられた状態で搭載され
ていることを特徴とする画像表示モジュール。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の面光源装置は、フレキシブル配線基板上に設けられ、光射出方向に対して直交
する面内において並設された複数の点光源と、前記複数の点光源が対向配置された端面か
ら入射された前記複数の点光源からの射出光を内面反射により導いて一方の主面から面状
に出射させる導光板とを備え、前記フレキシブル配線基板は、前記複数の点光源が設けら
れた光源配列部と、外部制御基板と導通接続される接続端子が設けられて前記複数の点光
源の並設方向と平行な方向において前記光源配列部端と隣接した接続リード部とを有し、
前記光源配列部には、前記複数の点光源が光射出方向を揃えた状態で並設され、前記接続
リード部は、前記フレキシブル配線基板が画像表示モジュールに搭載されて前記接続端子
が前記外部制御基板に導通接続される際に前記光射出方向と直交する方向に折り曲げられ
ることを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の画像表示モジュールは、並設された複数の点光源を有し、前記複数の点
光源の光射出方向に対して直交する方向に延在したフレキシブル配線基板と、前記複数の
点光源が対向配置された端面から入射された前記複数の点光源からの射出光を内面反射に
より導いて一方の主面から面状に出射させる導光板と、前記導光板の光出射面側に配置さ
れた画像表示パネルと、前記導光板の光出射面とは反対側の裏面側に設置された外部制御
基板とを備える画像表示モジュールであって、前記フレキシブル配線基板は、前記複数の
点光源が設けられた光源配列部と、前記外部制御基板と導通接続された接続端子が設けら
れて前記複数の点光源の並設方向と平行な方向において前記光源配列部端と隣接した接続
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リード部とを有し、前記光源配列部には、前記複数の点光源が光射出方向を揃えた状態で
並設され、前記接続リード部が、前記光射出方向と直交する方向に折り曲げられた状態で
搭載されていることを特徴とするものである。
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